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富山化学工業株式会社綜合研究所

早 川 大 善

当社は，今年（2006年）で創業 70周年を迎え，11

月 15日（創業記念日）に全社員を一同に集めて発祥の
地冨山で記念式典を行ったばかりである。「ライブサ
イエンス（Life Scienceを研究活動の基礎とするだけ
でなく，私たち自身が Livelyに働き，人々に健康で
“生き生き”した暮らしをお届けしたいという造語）
で健康文化を創造する」を企業理念として，抗感染
症領域，抗炎症領域，中枢・循環器領域の３本の領域
を中心に，医療用医薬品の研究開発型企業としての
道を歩いている。新薬の開発に当たってはスクリー
ニング，動物での体内動態，安全性の一部の試験な
どにトレーサー実験は不可欠であり，昭和 48年に旧
RI施設を建設し，その後，平成元年に旧RI施設を廃
止すると同時に新たに現在の RI施設を建設した。RI

施設は，探索段階から新薬申請までに関与するすべ
ての研究部の共同利用施設として利用されている。

管理組織について図１に示す。RI施設は，創薬基
盤研究所と綜合研究所の共同利用施設であり，綜合
研究所の各部長の指名により選ばれた各部の責任者
の下，従事者が業務を行っている。今年度の従事者
の登録数は 35名程度である。各種帳簿類や被ばく
管理・健康管理には，研究企画部が専門で担当して
いる。教育訓練についても研究企画部が主催して行
っている。主任者は，必要に応じて放射線安全委員
会を招集し，問題の解決にあたる組織となっている。
管理スタッフは，主任者１名（代理者２名），主任者
の補佐３名（従事者の中から任命），研究企画部の専
任スタッフ 1名からなっており，必要に応じて各部
の従事者に応援を求めている。

図１ 管理組織
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３.１ 全体構成
RI施設は，５階建ての第一研究所（写真１）の１階
部分すべて（486 m2）と地下（排水設備，108 m2）およ
び屋上（排気設備）であり，管理区域は第一研究所の
外壁面，２階の床面となっている。

３.２ 地階排水設備
15 m3の貯留槽３槽と 45 m3の希釈槽とからなり，

それぞれの排水濃度はアロカ（株）の液体シンチレー
ション式モニタで管理している。排水システムは第
一研究所の１階管理室で他のモニタとともに集中管
理しており，遠隔操作により濃度確認後排水操作を
行っている。

３.３ １階使用施設
当社の RI施設の主な施設は１階部分のみであり，

a管理室，s汚染検査室，d動物実験室，fP2実
験室，g低中レベル実験室，h高レベル実験室，j

機器室，k測定室，l暗室，¡0貯蔵室，¡1小分け室，
¡2廃棄物処理室，¡3保管廃棄室からなっている。
a 管理室（10.8 m2）
排気，排水，放射線モニタの管理システム（アロ
カ），入退室管理システム（アロカ），RI保管廃棄管
理システム（アロカ）の中央監視装置が設置されてい
る。従事者には IDカードが配布され，入退室が 24

時間管理されている。放射性物質の受け入れ時は，
研究企画部員の確認のもと購入者が受け入れをイン
プットし，その後は各従事者が，使用および廃棄の
記録をここでインプットする。受入れ，払出し，お
よび使用廃棄の帳票をここで作成している。また，
貯留槽をモニタし，満水になった場合は管理者に任

命された従事者３名が交代で排水処理を行っている。
s 汚染検査室（11.1 m2）
入退室システムと連動した固体シンチレータ式ハ
ンドフットクロスモニタが設置されており，汚染の
場合は自動的に退室できないシステムになってい
る。汚染除去用の流し，洗眼器および簡易シャワー
室がある。
d 動物実験室（43.8 m2）
飼育室（ラット，マウス用）と実験室からなり，主
に 14Cあるいは 3H標識した新薬候補化合物を実験動
物に投与し，代謝および排泄実験を行っている（写
真２）。
f P2実験室（43.8 m2）
遺伝子組換え実験が可能な設備を擁しており，安
全キャビネット，培養装置などが配置されている。
近年は代謝関連でヒト由来試料の利用が増加し，主
にこの部屋で実験を行っている（写真３）。
g 低中レベル実験室（43.8 m2）
薬理関連での標的組織や細胞への取り込み，レセ
プターバインディングアッセイなど一般的な生化学
実験を行っている。
h 高レベル実験室（43.8 m2）
ラベル体の合成やγ線核種の実験に使用していた
が，近年，合成は主にCROへ依託し，またγ線核種
の利用頻度も低下しており，低中レベルと同様の実
験に利用している（写真４）。
j 機器室（43.8 m2）
主に代謝物分析用の HPLC，分布試験用のサンプ
ルオキシダイザー，放射性物質を投与した動物の全
身や組織切片を作製するミクロトームなどが設置さ
れている。

写真２ 動物実験室写真１ 第一研究所
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k 測定室（30.3 m2）
液体シンレーションカウンタ，ガンマーカウンタ

（休止状態），HPLC分取システムが設置されている。
手狭なため，BAS解析システムは管理区域外に設置
し，RI施設の暗室でコンタクトした後のプレートの
みを取り出して RI施設外で解析している（写真５）。
l 暗室（13.5 m2）
以前は，フイルムによるオートラジオグラフィー

（ARG）を頻繁に実施していたが，近年は上記の BAS

システムによる解析が多く，イメージングプレート
とのコンタクトにのみ使用している。ごくまれにミ
クロARGを実施する場合はこの部屋を使用する。
¡0 貯蔵室（13.5 m2）
研究企画部の管理者立会いのもと，貯蔵室から RI

を払出す。通常は施錠され管理者が鍵を持っており，
事前予約しないと払出せないシステムになってい
る。冷凍庫には非常時にも自家発電のバックアップ
体制がある。
¡1 小分け室（8.4 m2）
貯蔵室のすぐ隣に小分け室がある。ドラフトが設

置してあり，通常，従事者は払出しの後，自分の実
験に必要な量のRIをここで小分けする。小分け後は
払出しと逆のシステムで，管理者立会いのもと，余
剰のRIを貯蔵室へ返却する。
¡2 廃棄物処理室（43.8 m2）
動物の乾燥（中川製作所），液体シンチレータの焼

却処理（富士工業）を行う。
¡3 保管廃棄室
ドラム缶や永久保管の高濃度有機廃液，汚泥（旧

施設の廃棄物）などを保管している。

３.４ 排気施設
屋上に排気施設がある。β線ガスモニタおよびβ
線ダストモニタ（アロカ）が設置され，測定結果は１
階の管理室で監視できる。

以上，当社の非密封 RI施設は特別の施設ではな
く，大学などと比較するとこぢんまりとした施設と
管理組織である。企業の研究では，最終的に厚生労
働省の信頼性基準に合致する必要があり，RI施設の
帳簿類もその重要な証拠となる。RI帳簿以外にも，
実験に関するありとあらゆる生データを保管する必
要があり，そういう意味では大学の施設と異なるの
が特徴である。また，これまでの RI管理とは別に，
国際免除レベルの考え方が入り，RI管理の立場とし
ては困惑気味である。主に 14Cや 3Hを利用する当社
の実験系では，かなりの部分が一般実験室で可能に
なると考えられ，放射線の有効利用とその管理のあ
り方を考えて，今後の新薬開発に寄与したいところ
である。また，高レベルやごくまれに使用する核種
については，地域の大学との共同研究を見据えて，
できる限りスリムな RI施設にしたいと考えている。

写真３ P2実験室
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写真５ 測定室


